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この度は、弊社製品をお買い上げいただきありがとうございました。 
本機は、（株）京阪水処理開発が圧力式の持つあらゆる利点を、数十年に亘って研究を重ね
て結集した完璧に近い濾過能力を持つ濾過機です。 
圧力式濾過機の先駆者をとして、生きた水つくりにたゆまぬ努力を続け、良い製品造りに先
進技術で取り組んでいます。 
尚、設置・取扱等については当取扱説明書をご精読の上、正しいお取扱いをしていただき、
今後とも末永くご愛用されますようお願いいたします。 
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Ⅰ設置方法について 
１．現品確認 
  荷ほどきをされましたら、直ちに次のことをお確かめ下さい。 
  （イ）ご注文通りの機種・容量・周波数・特注仕様等に間違いがないかどうか。 
  （ロ）輸送中に破損や、変形した箇所はないか。 
  （ハ）予備部品等について不足はないか。（上蓋固定ボルト・濾材） 
   
  〔処理方法〕 
  （イ）・（ハ）の場合は、弊社に即ご連絡下さい。 
  （ロ）の場合は、着荷の時点で梱包を解いていただき、損傷が発見された場合は、即 運

送会社に連絡し、現場写真などによる事故確認を取り、弊社にご連絡下さい。 
 
※ この事故確認は運送会社立会いの上で確実に行わないと、損害保険の適用が受けられ
ません。この場合その修理費用などは販売店様のご負担となります。 
また、濾材をセットしたり、配管を接続したりしていると原則として、損害保険の適用は受
けられません。その現品も中古品となりますので、くれぐれもご注意下さい。 
 

２．据付方法 
  据付する場所は、水平な場所を選び、コンクリート等の上に据付て下さい。 
  （コンクリート床でない場合はＣＯＮブロックの上に据付てもかまいません。） 
 
  据付場所または、据付方法（人力・クレーン等）の条件によりますが、搬入作業が困難な
場合は、上蓋・その他バルブ等、取り外せる部品はあらかじめ取り外してもかまいません。 
 
  据付方向は、本機の前側には制御ボックスや、五方弁等後の保守点検のためのスペー
スを確保して下さい。また、本機の上側は濾材の搬入・搬出等のため、最低１Ｍ以上は空
間を確保して下さい。 
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３．濾材セット方法 
  上蓋を取り外し、濾材をセットします。濾材は粒径の大きなものから順にセットします。 
 
  1種類の濾材をセット終了した都度当濾材を水平にならして下さい。 
 
  攪拌機の部分機は、粒径の一番小さな濾材が入ります。 
 
 
 
 
Ⅱ配管方法について 
１．配管は本機の接続部と同径のサイズの配管とし、接続ルートを間違えないようにして下さ
い。 
 
２．配管は出来るだけ、圧損のないように施工して下さい。 
 
３．次頁の説明を読んで、配管の間違いのないようにして下さい。 
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Ⅲ配管・設置の注記 
１．濾過処理水の流れ方向を変える場合 

 
 
方向を変える場合はエルボを使うこと 

パイプレンジ等を使って、既設のノズル方向を変えないこと 

 
 
 
２．排水の配管を設置する場合には、濾過処理水ノズルと平行もしくは、低くなる事は良いが、
決して、ノズルより高い位置での施工は、行わない。 

 
 
 
 
 

良い              良い            行わない 
 
３．特に屋外に設置の場合、攪拌モーターカバーを取り付けた上で使用し、雨ざらしにしな
い。 
 
 
 
 
４．五方弁バルブハンドルを外して分解を行う場合、再度組立後、流れ方向のトラブルを避け
る為、必ず、ハンドル方向の矢印を確認の上、組立を行うこと。 
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Ⅳ濾材取扱説明 

ＮＥＷ-４２０・４７０・５２０の濾材はＢ・Ｃ・Ｄ・Ｆの４種
類になっています。 
ＮＥＷ-６５０の濾材はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｆの５種類になっ
ています。 
①左下図の様に下部からＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｆ（Ａは６５０
のみ）の順に充填して下さい。 
②撹拌器が埋まらないように注意し、濾材の量の調
節はＦで行って下さい。 
③濾材の各機種共、本体とは別に袋に入れてあり、
濾材の種類は袋に明記しておりますので、よく見て
間違いのないようにセットして下さい。 
④濾材のセットが終わったら、上部の蓋を元の位置
に戻してナットを適度に締めて水漏れのないように
注意して下さい。 
⑤運転を行う前に、まず五方弁ハンドルを逆洗の位       
置にしてポンプを作動させて下さい。 
⑥排水パイプから水が出始めると自動的に濾材を
洗浄しますから、排水の水が透明になれば五方弁
ハンドルを元の運転の位置に戻して、濾過循環をし
て下さい。 
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  ４２０ ４７０ ５２０ ６５０ 
Ｆ セラミック ２袋 ２袋 ３袋 ６袋 
Ｅ 支持層濾材  １分 --- --- --- --- 
Ｄ 支持層濾材 1.5分 １袋 ２袋 ２袋 ３袋 
Ｃ 支持層濾材  ２分 ２袋 ２袋 ３袋 ３袋 
Ｂ 支持層濾材  ３分 １袋 ２袋 ２袋 ３袋 
Ａ 支持層濾材  ４分 --- --- --- ３袋 

合計 ６袋 ８袋 １０袋 １８袋 

逆洗時 運転時 

循環水 逆洗水 

濾過処理水 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｆ 



 
Ⅴ．運転前の注意事項 
①配管関係 
 各連続配管が正しく接続されているか確認して下さい。 
濾過機を連続運転で使用しない場合は、濾過処理水出口の配管をサイフォンカット等の方
法により、濾過機内の水が自然流出しない構造として下さい。 
 
②電気関係 
 電源の電圧・容量・配線方法等は正しいか確認して下さい。 
単相１００Ｖ仕様において、配線距離が遠い場合、線が細い場合には電圧の低下により、
攪拌機減速モーターの出力が落ちることが多い為、特に注意して下さい。 
 
三相２００Ｖ攪拌機減速モーターの回転方向は、濾過機の上から見て、時計回りの方向で
す。 
 
③据付状況 
 濾過機・循環ポンプ等、関係機器は水平賢土上に据付られているか確認して下さい。 
 濾過機はＦＲＰ製の為腐食等にはかなりの耐久性がありますが、低温による凍結で本体が
破損することがあります。その場合には別途対策を考慮して下さい。 
 
④タンクのエアー抜きについて（ＮＥＷ－４２０・４７０以外） 
 使用の際にはキャップを取り外すことなく空気が抜けるまで、半時計方向に回して緩めてご
使用下さい。また、時計方向に回せば排気口は閉鎖されます。 
 
 万一水漏れにより、周囲をぬらしては困る場所へ取り
付ける際は、キャップを排気口へ内径６Φのビニール
ホースを接続すればドレバン等へ排水できます。 
 
 
⑤その他 
循環ポンプの容量が当濾過機に対して適当なものか確認して下さい。 
（特に全揚程が高すぎる場合は、濾過機本体が破損することがあります。） 
濾過機の上蓋や、その他接続部が確実に締め付けられているか、確認して下さい。 
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Ⅵ試運転の方法について 
 自動エアー抜き弁の、エアー出口を開けて下さい。（ＮＥＷ－４２０・４７０以外） 
 
 五方弁操作ハンドルを右側に倒し、逆洗位置にして下さい。 
 
 循環ポンプを作動させて下さい。 
 （濾過機に水が入り、逆洗排水出口から水が出始めると、フロースイッチが働き、攪拌機減
速モーターが作動します。） 
 
 逆洗排水出口から出る水が綺麗になった時点で、五方弁操作ハンドルを左に倒し、運転位
置に戻して下さい。濾過処理水出口より濾過された水が出始め、濾過運転を開始します。 
 
 通常運転に入ったら、圧力計を見て、異常がないか確認して下さい。 
※ 濾過機の圧力は、濾過機の負荷状況により徐々に変化していきますから、試運転後数日
間は、よく注意して下さい。 

 
Ⅶ保守点検について 
１．下記の項目について時々点検を実施して下さい。 
  各部より水漏れはないか 
  圧力計の指示に異常はないか 
  濾過処理水の出口より出てくる水はよく出ているか、また濾過状況はどうか 
  アクアジェットからエアーはよく出ているか 
  逆洗時に攪拌機は回っているか 
 
２．負荷状況にもよりますが、定期的に逆洗操作を実施して下さい。 
※逆洗時間は、汚水排水の汚れ具合を見ながら実施しますが、約２～３分実施して下さい。 
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六角部 
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キャップ 



 
Ⅷ故障と原因 対策 
故障内容 想定される原因 その対策・処置 
１．濾過しない ・長時間逆洗をしていない 

・濾材層が崩れてしまって
いる 
・ポンプフィルターが詰まっ
ている 
・ストレーナーが詰まってい
る 

・逆洗実施 
・濾材交換 
 
・ポンプフィルターを開けて
清掃する 
・ストレーナーを清掃する 

２．攪拌機が回らない ・逆洗汚水排水ラインが詰
まって水が流れにくくなって
いる 
・フロースイッチの調整不
良 
・フロースイッチの付近に
異物が詰まっている 
・攪拌機のマグネットのサ
ーマルリレーが作動してい
る 
・攪拌機（制御ボックス）へ
の電源が切れている 
・循環ポンプの能力ダウン
による逆洗排水量不足 
・ポンプフィルターやストレ
ーナーの詰まりによる逆洗
排水量不足 

・排水ラインの点検・清掃
をする 
 
・フロースイッチの再調整 
 
・フロースイッチを取外して
点検 
・サーマルリレーの手動復
帰ボタンを押して復帰する 
 
・攪拌機への電気配線を
点検する 
・循環ポンプのオーバーホ
ールまたは交換 
・ポンプフィルター・ストレー
ナーの清掃 

３．アクアジェットから水が
出ない 

・五方弁が逆洗になってい
る 
・循環ポンプが回っていな
い 
・ポンプフィルターやストレ
ーナーの詰まりによる水量
不足 

・五方弁ハンドルを左に倒
し濾過運転にする 
・循環ポンプを作動させる 
 
・ポンプフィルター・ストレー
ナーの清掃 
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故障内容 想定される原因 その対策・処置 
 ・配管圧損が大きすぎて水

が出にくくなっている 
・配管内部にスケールが付
着してして水が出にくくなっ
ている 

・配管の改造または変更 
・配管の取替または内部清
掃 

４．アクアジェットからエア
ーが出ない 

・ジェットの取付位置が深
すぎる 
・ジェットから出る水量が不
足している 
 
・エア吸い込み口にごみが
詰まっている 

・取付位置の変更 
 
・ジェットから水が良く出る
ように故障内容１・３をチェ
ックする 
・エア吸い込み配管を取り
外し清掃 

 
※ フロースイッチの調整方法 
カバーを取り外し、作動強さ調整ネジを調整し、内部のスプリングの作動強さを出来るだ
け弱くして下さい。 
調整後、内部のロックナットを締めて下さい。 
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流れ方向 

作動強さ調整ネジ 

ドライバー等 



 
保証について 
 
弊社はこの濾過機について次の保証をいたします。 
 
① この製品の保証期間は納入日から１年間といたします。 
 
② 保証期間中、正常なご使用にもかかわらず弊社の設計・工作などの不備により故障・破
損が発生した場合は、故障破損箇所を無償修理いたします。 

 
③ 但し、以下のいずれかに該当する場合は故障・破損の修理及び消耗品は有償とさせてい
ただきます。 

（イ） 保証期間経過後の故障・破損 
（ロ） 正常でない使用・保存により生じた故障・破損 
（ハ） 火災・天災・地変などの災害及び不可抗力による故障・破損 
（ニ） 弊社指定品以外の部品を使用した場合の故障・破損 
 
④保証についての弊社の責任は上記の無償修理に限られるものとし、その他の費用の負担、
損害についての責任は免除させていただきます。 
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各部名称 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

名称 本体 上蓋 攪拌 
モーター 

操作 
ＢＯＸ 

五方バ
ルブ 

操作 
ハンドル 

フ ロ ー
スイッチ 

圧力計 エア抜弁 
（NEW-420・470除く） 

 
各機種寸法表 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 
NEW-420 430 1660 410 1100 150 530 560 780 230 
NEW-470 480 1660 510 1100 150 530 590 875 230 
NEW-520 540 1890 540 1200 150 530 650 925 255 
NEW-650 670 2180 580 1400 200 788 785   
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